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ニューカマー必読！

洗濯洗剤

　
　洗濯洗剤を選ぶにも選択肢が多すぎてどれが良いか
悩んでしまいますね。最近は、粉末、液体の洗剤に加
え、ジェルタイプがあり、用途別に色分けされている
ボトルがあります。日本でもおなじみの洗剤がありま
すが、知名度の高いブランド製品が効果ありというわ
けではないようです。いろいろ試して好みを探してく
ださい。

1. 洗い方により洗剤が決まる 

洗濯機用、手洗い用、両方使用可など洗い方別に洗剤があります。洗濯機の
マーク（洗濯機用）、たらいに手の表示（手洗い用）などひと目で分かる
よう目印が工夫されています。また、水の硬度（軟水、普通、硬水）、洗
濯物の汚れ具合（軽い汚れ、普通の汚れ、ひどい汚れ）による使用洗剤の目
安量、キャップ1杯の量、手洗いの場合の水と洗剤の割合も表示されていま
す。1回の洗濯物の量は乾燥した状態で、4.5～5kgが目安です。

アレルギー  のある方向けには、マルセイユソープ（savon de Maeseille / 
Marseillezeep）を使用しているLe Chatがお勧め。

デリケートな衣類、色物の洗濯　には専用の洗剤があります。たとえ
ば、ウーライト（Woolite）。左写真の左から白いボトルはオールマイティー
にすべての衣類に使え、赤は一般の色物専用。黒は色の濃い衣類用、ピンク
は毛、絹物用です。

2. しみ取り剤はいつ使う？ 

しみ取り剤は、détachant / vlekverwijderaarと書かれています。しみに振り
かけてしばらく置き、普通に洗濯します。Bio tex、Blan、Vanish、Wippな
ど。しみの種類により細かく溶剤が分かれているもの（Dr.Beckmann）も。

3. 硬水対策

ヨーロッパの水には、微量のカルシウムやマグネシウムが含まれています。
熱を加えるとこれらは沈殿しますが、水を沸騰させても100%沈殿するわけで
はありません。このカルシウムやマグネシウムの量を一定の方法で表したも
のが硬度で、国により表し方に違いがあります。フランス硬度30°F （1ℓの水
に30mgの炭酸カルシウム）、ドイツ硬度17°DH（1ℓの水に17mgのカルシウ
ム塩とマグネシウム塩）以上の水を硬水といいます。

さて、家庭に配水されている水は、硬水でしょうか？ 下記サイトでブリュッ
セル市内の硬度を見ることができます。www.cibe.be/swf/FR/index.html
45°F以下の硬水で、しかも洗剤にリン酸が含まれていなければ（ベルギーで
販売の洗剤にリン酸なし）、アンチカルキ剤を使う必要はありません。使用
しても洗濯結果に大きな変化はなく、反対にワインやコーヒー、果物の汁は
落ちにくくなるという結果があります。ペットボトルのキャップ1杯分の酢
で十分効果があり、柔軟剤も不要という意見もあります。高温で洗濯すると
き以外は、必要ないかもしれません。代表的アンチカルキ剤（anti-calcaire / 
anti kalkと表示）にCalgonがあります。

洗濯まめ知識

■　赤ワインに塩！
赤ワインをこぼしてしまったら、す
ぐに塩を山盛りのせます。しみにな
ることなく洗い落とせます。

■　酢で色落ちが防げる！
色落ち防止に、初めての洗濯前に
酢を入れた水（水10ℓに対し、酢約
200mℓ）にしばらく浸けておき、そ
の後普通に洗濯します。

■　果物の汁
すぐに水で洗い流し、しばらく水に
つけておきます。色が残っていた
ら、洗剤を使ってつまみ洗いし、そ
の後普通に洗濯します。


